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ピアノ教則本についての考察　I

バルトークとレショフスキーのピアノメソードについて
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I　はじめに

　今日の音楽教育の一般への普及には，家庭及ひ小学校

中学校における音楽教育の発展があげられる。どの段階

においても，音楽をよりよく認識するには自分で音を出

し，その音の正確な把握ということが重要である。そし

て音楽の三要素である「メロディー」，「ハーモニー」，「リ

ズム」を理解するには，ピアノによる教育そして習得が

重要である。これらの理由のために，ピアノに初めて接

する人の為の指導書が必要になる。

　“指導書”という明確な意識のもとでの教則本は，日

本では1879年に東示芸術大学の前身である“音楽取調掛”

が創設された時，そこで初めて使用された。つまりそこ

で学ぶ学生のために，唱歌，リード・オルガンそしてピ

アノが正課となり，そのためにピアノ購入と同時に教則

本も輸入された。その教則本が「バイエル教則本」，「プ

レディー教則本」であるといわれている。それから現在

に至るまでのほぼ一世紀間，外国から種々の初心者用の

教則本が輸入されている。日本に教則本が伝えられて以

来，特にドイツ生まれの「バイエノレ教則本」が主流となっ

たが，他の国々の教則本も戦後日本において普及してい

る。そして日本においても，それらの改良また日本人の

手による教則本が作られてきている。しかしながら現在

の段階では導入法の違いにより、また個人の適性により，

どれが一番適しているかという定まった評価はないと考

えられる。

　大学で教鞭をとる者として，小学校課程等の学生に対

して，限られた期問内での最少必要限のピアノ演奏技術
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の習得，および上達に種々の教則本（「バイエル教則本」，

「メトード・ローズ」，〃θgzθγの「Dos伽刎κHδκ〃」）

を使用している。

　前述した日本での音楽教育の導入のための教則本とし

て，「バイエル教則本」が輸入されて以来，「バイエル教

則本」は日本に根ずいてきた。しかしフランスの「メトー

ド・ローズ」が輸入されたり，オリジナルな教則本が作

られるようになってから，ピアノ教則本は「バイエノレ教

則本」のみという一辺倒の姿勢は変わってきた。しかし

このような経過の中で，大学生初級用の教則本として「バ

イエル教則本」を教材として用いたり，また初級用教材

としてのオリジナノレな教則本の作成においては，その挿

入曲には多く「バイエノレ教則本」の中から抜粋して用い

られている。こういう現実の中，いわゆる古いスタイル

（「バイエル教則本」，「メトード・ローズ」など）の教則

本の意義を考えねばならないと思う。

　今回の小論では，前述した古いスタイノレの教則本の再

発見を考察するうえにおいても，その前に我々の時代に

近いところの教則本から研究を始める。何故なら古いス

タイルの教則本の意義を考える前に，時代，音楽のスタ

イノレなどの変化，演奏技術の向上により，これらの要求

に従って生まれ，そして簡潔な内容と体系的にまとめら

れた近代的教則本を考えることも必要であると推察され

る。

　近代的教則本といわれている教則本を，ここで列挙し

てみる。HS6肋〃8θ〃の「K肋杉㈹伽1θ」や，〃工〃昭θ7

プD北〃θγの「K〃肋術o肋1θ」とそしてBα〃荻＿亙俗

肋φ妙の「勿昭o伽肋o伽」などである。つまりこれら

の教則本の主張は，〃螂7一〃6肋7の「K肋ク㈱6伽zθ」

の序文から考えられる。“生徒が生まれついてから親しん
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でいる民謡から始まり，段階的に芸術作品を導入してい

く。この民謡は，これまでの芸術作品を生みだした源泉

でもある◎自然の状態の音楽から，芸術性高い音楽へと

進んでいく芋1”ということである。自分たちの耳で覚え

ている小さい時の民謡が，もし教則本の中に取り入れら

れているならば，何と索晴らしいことではないだろうか。

ハンガリーの古い民謡を採譜する中から，教材（教則本）

を作り上げたB肋6冶一地86ゐφ伽の「勿惚0肋蛾0Zα」は，

そのような実例となっている。この他にもハンガリーに

おいては，ZKoぬ砂，τ肋7s伽ヅ，ノ1τ肋α6s，∫Gαα1

達による初学者のための練習本が出版されている。

　今回，ここでは近代的教則本の一つとして，B肋6冶と

地S6んφ妙による「勿惚o加拙o加」を取りあげ，肋7脇

と肋∫肋φ妙のピアノ教育への指導態度，そして教則本

からの指導原理を論及する。

　B㈱o后一肋s肋φ伽の「勿惚o肋肋oZα」は1913年に出

版され，初歩ピアノ教育の導入方法としては，伝統的方

法（ハ長調で始まり，ハ音を中心として展開していく）

をとっている。この導入方法は，前述した「バイエノレ教

則本」と同じ導入方法である。またこの教則本の邦訳者

である谷本一之氏の言葉を借りて言えば，“B肋晶の創

造精神と地∫肋φ伽のピアノ教育に対する卓抜な見識が

合わさってきわめてユニークな内容である。”注2と述べ

られている。

　B肋oか地S6ゐφ伽の「勿〃go肋拙oZα」は，もし忠実

に訳せば“ピアノの学校”と訳せる。しかし一方では，

コダーイシステムの理念に基づいてハンガリーの音楽院

の人々によって作られた「勿惚o加蛾o〃」と混同しやす

いので，英語版（工．R棚θ1の英訳）での標題「乃伽o

肋肋o♂」をこの論文では用いる。序文の最後にふれてお

くが，ハンガリー語・ドイツ語版をもとにして，谷本氏

による「勿昭o伽肋o肋」の訳本が我が国では出版されて

いるので，筆者は西ヨーロッパ，アメリカ合衆国の音楽

教育の為に，特に英語圏の人々の為に書かれた英語版を

もとにした。何故なら英語版は1967年の出版でもわかる

ように，その後の指導概念の変化を訳者自身（R勿s∫θ1）の

考え（指導方法）が肋功o治一地S励φ紗版（ハンガリー・

ドイツ語版）とは，本質的な部分では変更はされていな

いが，少しちがった型で試みられていると考えられる。

II著考について

B肋みと地∫6ゐφ伽について，簡単に触れておく。

B肋6冶Bあ（1881－1945）はハンガリー生まれの作曲

家であり，Z　Kゐψ（1882－1967）と共にハンガリー民

族音楽の収集及び研究で世に知られている。1881年にナ

ジセントミクローシュに生まれ，その後ポジョー二に居

を移した。先輩の亙1）o伽6〃（1877－1960）から感化を

受け，F＾2云（1811－1886）が1875年にブダペストで創

立した「王立音楽アカデミー（現在のハンガリー国立音

楽院）」に1899年に入学した。1903年にアカデミーを卒業

し，1907年にこのアカデミーで教授として教鞭をとった。

1940年に渡米し，ニューヨニクで1945年に亡くなった。

　地s6庇o凶伽Sα〃oプ（1887－1967）は筆者が彼に関して

わかっている範囲で述べると，丁加地〃G舳θ1）か

ガ0舳ηげ”㈱北α””螂た伽8の肋肋治の項では，
他∫o伽危妙もカ加勿o∫6庇ooグ注3とあり，G〃ゐわ肋θ

H伽ゐ比ゆ〃0加で，fE肋伽〃力加泌ちμ6昭0gZ”α〃

60吻o∫肌001肋o〃肋〃広ゐB吻肋肋尾加z〃肋惚α
肋〃o〃励oガ注4と紹介されている。谷本氏の訳本によ

れば，1887年にハンガリーのテエメシュヴァーノレに生ま

れ，ブダペスト音楽院でピアノ，作曲を勉強する。1945

年から58年の間，ブダペスト音楽院のピアノ教授である。

ヨーロッパ各地に演奏旅行をし，作曲家として交響曲，

協奏晶，オペラなど広いジャンノレにわたって作品を書い

たと紹介されている。現在次の作品が，〃灼肋肋6ψθ8〃

より出版されている。

　1So〃肋1V；o．3．（〃鮒クω肋鋤θ∫〃）

244KZθ伽K肋ク㈱赦伽伽γσ〃8α桃加γo燃一

　　榊10肋〃00〃舳吻K0妙0桃肋I．II．

　　　（〃附北α肋伽θS玄）

3σ昭α伽加κ肋伽κθ伽（〃郷ク6α肋鋤θ∫〃）

　1の曲は3楽阜形式で，1966年に出版されている。2

の曲集は，ハンガリーの9人の作曲家の作品を集めての

小曲集であり，編集は肋∫肋φ伽である。B肋6治の「F07

6〃〃舳」と同様に短い曲ばかりである。この曲集には彼

の作品が5曲，また肋材o冶の作品が4曲挿入されてい

る。

III　一門αη0〃θ肋0d」について

　1．「R伽o〃θ肋o♂」が何故書かれたか，その動機と

背景を考えてみる。1907年にB肋o々はブダペストの音楽

アカデミーの教授になったが，和声学，作曲の教授では

なく，ピアノ科の教授であった。その教育の一貫として

学生教育用の教材としての教則本を，作る必要があった

のではないかと考えられる。

　教則本を作るにあたっての彼の音楽教育に対す．る指導

原理，または精神を以下に再現してみる。すなわちその
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理念を「バルトーク」より引用すれば，“バルトークは20

歳から25歳の間に，1，2回した以外は，けっして作曲

の授業をしようとはしなかった。ドビュッシーもやはり

「音楽とは習うものではない」と考えていた。しかしピ

アノに関しては，バノレトークは優れた教師である。彼の

どの生徒達も，彼の忍耐，信念，一徹さに，そして与え

る曲の構造を重視して，細部にいたるまで目をそそぐ態

度については同意見である。しかしそのとき，演奏技術

の細部は，あまり問題にすることはなかった。というの

は，そのようなことは，演奏者ひとりひとりの自由に任

されるべきことだからである。彼の演奏技術はきわめて

個性的であったから，生徒の技術についてとやかくいう

資格などないと思ったのであろう◎音楽院でのバルトー

クのレッスンは，かなり水準が高かった。しかし生徒た

ちにすでに根ずいてしまっている欠陥を歎いたり，また

彼らがよりよく訓練されてくることを願うわけでもな

い。「5本の指」を書いたストラヴィンスキーの場合のよ

うに，耳をあらゆる可能性にめざめさせ，初心者たちが

長調，短調の聖なるジレンマや，チェルニー式の調性の

束縛から開放され，要するに，常套句から脱出すること

にあった。バルトークには，自分がそうしたことのため

に低迷の数年を過ごしさらに，そこから開放されるのに，

時問をむだにしたという意識があった。”注5である。

　彼の音楽教育への意図は，この本が出版される前に作

曲された「FoγC肋肋〃」（1908－09）及び，後に出版さ

れる「〃θ㈱加Zθ〃α舳K肋〃伽」（1929）や「〃ゴ伽o一

為o洲08」（1926－37）全6巻にもうかがわれる。それはこ

の教則本の作品を見た場合に，「Foγα〃肋」に肋γ脇

の初歩のピアノ教育及び子供へのピアノ教育の原点がう

かがわれ，この教則本において，それを系統的にまた体

系的に構成し，「1）タθθ熾θZθ〃舳K肋伽」や「〃’

伽o冶o舳o∫」で発展させていったのではないだろうかと

推察される。

　以上の方針のもとで，ハンガリー人のために自分の音

楽を教えたい，また幼児と青少年の両用に使用できるテ

キストを考えたのではないだろうか。これらの考えをも

とにして，B肋o冶は弟子と思われる地S6んφ伽と共に，初

期のピアノ学習者への体系的な指導書として，教則本を

作成した。作成にあたり，企画編集は肋∫6ゐφ伽が担当

し，挿入されている曲については3肋あが作曲した。

　またこのB〃伽冶の信念（精神）は，地8肋φ伽もしっか

りと受け継げられていると考える。それは地∫6ゐφ伽が

「44KZθ加θK加o杉術肋6冶θoo〃〃舳〃Ko榊クo〃ゐた〃」を

編集し，また「σ昭α桃伽椛K加ゐ〃θ励〆」を作ったこ

とからもうかがわれる。何故ならそれは，「44KZθ伽
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K肋ク㈱肋冶〃o勿肋舳Ko榊o桃肋」の序文“9人の

作曲家による44の易しいピアノ曲集はハンガリー民謡に

基礎を置いている。これらの各々の曲は，技術的な問題

を確実に含んでいるという理由から，ピアノ曲集が編集

された。その出発点は厳密にいえば，ピアテストの全て

の技術的な問題を含んでいる3肋み一地so〃φ伽の

「H伽o地肋o∂」である。この曲集は初年度のための曲

集であり，「H伽o〃θ肋o∂」への補足の曲である。初年

度においては，演奏技術を確実に自分のものにすること

である。”注6と書かれてある。そして「σ昭α桃6加

K伽dθ〃〃θプ」にも，肋肋后の「Foγ6〃〃〃〃」の中にあ

る曲のメロディーに基ずき，編曲を行っている。

　この項目の最後に「肋例o〃θ肋o∂」の序文を紹介する。

　“この我々のピアノメソードは，ピアノ技術の全ての

基本と初歩の段階を含む，初年度コースのための，ある

意味での完全な教材を供給する。この訓練目的の中には

次年度コースのためへの教材を進めていくのに，都合の

よいようには考えられていない。教材は系統的に分類さ

れている。すなわち各小品は練習曲ですでに習得した難

しい技術を，曲に盛り込むように意図されている。最後

の幾つかの小品は例外的である。すなわちそれらは予備

練習において扱った技術的難しさを，全て含んでいるか

らである。我々が示した手の役割のメソードは，次の課

題へ進むためのただ一つの方法であるとは断言していな

い。しかし多くの偉大な演奏家達の技術が，ここで述べ

られた指や手首の動きと同じような使い方に基づいてい

る，という事実を喚起するだけである。”注7

　2．「H伽o肋肋o∂」の構成と挿入曲について述べる。

この教本にはナンバリングがされてないが，8つの大き

なタイトノレを見ることができる。

。w肋〃∫P肋〃

　　1肋0伽6玄0ηん㈹1EπθκクS狐

．　州o広θ∫　α〃∂　1ぞθs左s．

　　1？12γ亥免チ〃1孜θプoゐ召∫、　フ「ゐθ　ろακ　丁脆θ　冶θγ　ろoαプば

　　ηZθ∫肋θ．τ加6財月0∫肋0〃ぴ伽50φ．

　　P08肋0〃ゲ伽肋〃ゐ及θκタSθ8〃肋肋〃ゐS物一

　　肋ψムθ鋤oα〃1〉；oかZ螂云oE〃κ三∫θs．

・w桃玄αθκゐθ∫．

・P伽加9〃肋肋〃8云0餌免肌

㌦θ幽〃一伽弧

　　1）ωθZoか〃〃ψα66舳αψ玄o鮒乃．PZα伽gS玄脈

　　励0．S肋ωわα〃〃昭αわα伽閉α伽＆

｝〃κゐθS〃肋勿0〃一幼α閉げ昭狐

・！α〃戸．
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　　肋g6閉左肋肋肋ん6θ〃〆α〃舳66θ肋ゴ
　　加肋∫ぴαわ肌

　　肋0〃0加6ゐ0砥〃0力α枕〃6肋0〃θ加〃

　　Tθ妙0（肋挑α左ゴ0物ψS炊ゴ）．

　　伽㈹os加9伽肋〃一功伽（s批伽）．

　　C肋〃幽9伽9㈱o〃o〃θ尾似肌7101パo燃α〃
　　Sθ〃Z姑0勿θ8．

③S6α1ε∫．

　　③肌0ψαガ0吻．η1θ加舳0〃た〃伽0プ8ω1召．

　　τ加肋∂（℃0肋伽0〃6ゐ0〃g’）．Pα∫S伽9伽肋舳ろ

　　〃〃伽伽伽9㈱0鮒左加肋舳ろ．τ加地吻gψ

　　∫ωZ弧P伽加g6ん07汰3プ0冶舳6ゐ0〃＆

　　S0αZθ∫　ク〃　∫加左乃＆　τ112θ　〃Zθ10♂タ6　〃ガ犯0プ　∫6α1θ．

　次に挿入曲について述べる。

　前述したB肋みの「〃θ㈱加”左㈱K肋伽」は，

この「H伽o〃θ肋o∂」のNα21，22，24，26，36，40，44，

51，59，68，77，89，95，105，115，116，118，119の18

曲を抜粋して出版された。

　また地∫6ゐφ妙が編集した「44K1θ伽K肋タ㈱肋伽

〃o勿閉舳Ko刎クo刎枇召〃」には，この「H舳o〃θ肋o∂」

の中の4曲が挿入されている。「R伽o〃θ肋o∂」のNo95，

105，115，119である。「R伽o地肋o∂」より抜粋した18

曲について説明する。

　「1）加㈱加及〃α舳K肋伽」のNα1～6までの6曲

においては，「R肋o批肋o∂」ではダイナミック記号は

記入されていない（Nα21，22，24，26，36，40）。この事

については，「H伽o肋肋o∂」ではこの時点まではダイ

ナミック記号についての説明がされてないからであると

考えられる。

　「1）杉㈱た及〃舳K肋伽」に題名が付けられてい

るが，「Pわ〃o肋肋o♂」においては題名が付けられてい

ない。そして「H伽o〃肋o∂」のNα105はト長調で作曲

されているが，「1）加㈱加Zθ〃舳K肋伽」ではへ長

調となっている。

　この「Pわ〃o〃θ肋o∂」のナンバリングのついているも

のは，全部で125曲である。メトロノーム記号のついてい

るのは肋れo為の作品，残りは地∫肋φ伽作品である。ただ

し，Nα121～125は他の作曲家の曲が挿入されている。ここ

で他の作曲家の曲を紹介する。

0．C鮒岬作曲（1791－1857）

　No．121，122（125瓜θκゐθ8加肋s螂μαツ伽9oカ．261

　より）

ノl　E1＝ル〃θ閉oツ作曲（1800－1880）

　1Vo．123（E1θ〃昭〃勿ηS加〃θ∫oヵ．176より）

H　L舳o〃θ作曲（1786－1854）

　ハハo．124，125（E伽6θ∫Eψ〃玄加2∫oヵ．37より）

　上記のことからわかるように「1）タθ㈱た　及〃　舳

K肋伽」は「肋〃o〃伽6o」技術を習得していく課程

で，要所要所に挿入された曲を段階的に取り出して，一

冊にまとめられていると見ることが出来る。つまり

「Hα〃o肋肋o∂」の集約であると見ることが出来ると考

察される。この事は，§1nの1での「44K1θ伽
K肋杉術肋伽00〃〃θ閉Ko妙o桃肋」の序文で，筆者

以外の人にも認識出来るのではないであろうかと考えら

れる。

　また挿入された曲について，違う観点から考えた場合

に，B肋o冶は何故地∫6ゐo添伽と共著という形で，あらため

てこの教則本を作ったのであろうかという疑問に直面す

る。

　3肋o冶は何千という民謡を採集また採譜し，それから

「Foγ6〃1〃舳」を作曲しているが，§mのところの引用

文であげたように，学生が今迄習得した技術と，現代曲

を弾く技術とのへだたりを感じたと考えられる。その理

由の一つにはポリフォニツクな曲への接近の不足ではな

いかと考える。古くは「バイエル教則本」以来，今迄色々

な教則本が出版されているが，教則本に挿入されている

曲を見た場合，その導入段階での教材は大部分といって

も過言ではない程，古典的な曲（ホモホニックの曲）が

編入されている。またポリフォニックな要素を加えてい

こうとするなら，ノ1∫Bα6ん（1685－1750）の「KZ〃ケ脈

肋6肋伽ヵプλ舳α〃昭励zθ〃α肋6〃」などから，易し

い曲を教材として用いている。古典的なものとポリフォ

ニックなものは，音楽の作られ方の違いにより，生徒に

とってはポリフォニックな音楽は不得意な，弾きにくい

という点がある。そして導入段階において，ホモフォニッ

クなものの教材で技術の習得を行い，ポリフォニックな

もので習得が行われてこなかったためでもあろうと考え

られる。初歩の段階において，もっとより多くのポリフォ

ニックな曲を教材として与えていたなら，また生徒が接

していたなら，不得意なとか，弾きにくいという状態に

ならないのではないか。この困難を容易に乗り越えるた

めに，B肋6尾と肋s6ん眺伽は民謡という題材で低抗なし

にポリフォニックな曲に親しんでいこうとしたのではな

いかと考えられる。これらの事から，肋材o尾と地86んo惟伽

はこの「P伽例o〃θ挽oゴ」を作成（構成）したのではない

かと考察できる。またこの本には彼の音楽的情念によっ

て様々な光をあてられ，表現された曲が挿入されている。

そして自分の内面にあるものを，初歩のピアノ教則本だ

からといってないがしろにせずに，全身の情熱をもって

作曲をおこなったと推察される。その後「〃伽o尾S舳∫」
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において，この教則本の意図，目的を発展させているの

ではないだろうかと推論する。

　3．「Pわ〃o脇肋o∂」における指導方法において，“音

の理解”と“演奏技術”の二点を留意し考察する。ここ

では特徴的な箇所を筆者の訳本に基づき，引用を提示し

て考察する。今後特別の場合を除いて，引用は全て筆者

の訳本をもとにする。

　イ．音の理解についての考察

　引用一①

　先生がピアノで一点ハ音を出し，生徒は“ラ”を発声

しながら，同じ音を歌いなさい。生徒が正確にできるま

で試みを続けなさい。正しい調子で完全にできたなら，

同じ事を一点二音でやり一点ト音まで続けなさい。先生

は1つの音を弾きなさい。次の音をピアノで弾かないで，

生徒に歌わせなさい。（丸印の音は，先生が音を出しま

す。）同じように一点ト音まで続けなさい。先生はピアノ

で2つの音を弾きなさい。生徒はどちらの音が高いとか

低いとかを判断しないチ8（譜例1を参照。譜例は巻末に

記載）

　引用一①の考察

　この項目の副題である1肋o∂Zκわηん舳1E〃1τ細Sか

らも推察されるように，音の名前（例えば一点ハ音）を

教える前に音の高さを耳で覚え、それを“ラてを発して，

ピアノの音の高さと自分の声とが一致しているかを耳で

判断さす。これらの事は，自分の声が音楽を作る基礎に

なっているということを，認識させていると考えられる。

これは初歩の段階において，重要なことではないかと考

える。また譜例1のような方法で，自然に2度音程を感

覚的に覚えさせていこうとする意図もあるのではないか

と考えられる。

　引用一②

　数を数えることは，母音を延ばすような形ではなく，

短く正確に発音されねばならない。音符の長さは先生が

1，2，3，4と数を数える時，正確にしなければなり

ません。生徒自身が数を数えるかわりに，自分の手で指

揮をしてもよい苧9

　引用一②の考察

　正確に数を数えるための注意があたえられている。

い一ち，に一いと母音を延ばすと，初歩の段階ではその

延はす時間が不正確になりがちである。つまり一定の長

さを保つ事が，難しいということであると考えられる。

また指揮をするということは手を使って，すなわち体で

数を感じていくということで，数を把握していくために

良い結果を得るためではないだろうかと推察される。こ

の為の練習は，数える時問を時計で正確に計るとよいで

す。

　引用一③

　ピアノにおける2つまたは3つの黒鍵のグループは容

易に認識されます。これらの助けでもって，白鍵もまた

認識しやすくなります。最初の対になっている黒鍵の左

側の白鍵はハ音です。全て同様な鍵は，ハ音です。2つ

の黒鍵の問は二音です。全ての白鍵を，この方法で認識

しなさい。生徒はどの鍵の位置も，ハ音から数えなくて

も示せるようになりますチ10

　言葉で音符を言いなさい。例えば㌧点二音は局音部

記号の五線の第1線の下です。”注11

　引用一③の考察

　これは視覚的に（一見しただけで），鍵での音の位置と

名前を覚えさすことの方法をとっていると考えられる。

この方法に関して初歩の生徒を教えてみた時，次のよう

な動作をしばしば目にする。一点ハ音はすぐ覚える。ま

た生徒自身も覚える事に努力をするが，他の音の理解は

容易ではない。楽譜に書かれている音を鍵盤上で探す場

合に，鍵盤をハ，二，ホ，へ，トと指差しながら，自分

が次に弾こうとする音を探している。これは音符と鍵盤

での音の一致が，まだ正確に把握できていないことであ

る。それ故このような形で覚えさせていくことも（理論

としてではなく），1つの方法ではないかと思う。

　五線上と鍵盤上での関連性を，より理解していくため

に楽譜に書いて覚えるという動作だけでなく，言葉（1

つの文章）として覚えていき，認識を深める。すなわち

頭の中に五線譜を作り上げる操作が，容易になるための

方法であろうかと推論される。

　口．演奏技術についての考察

　引用一①

　これらの練習は次のようにしなさい。丸の中の音符で

示される鍵は，指で触れるだけで押してはいけません。

鍵盤上の指は伸ばしたり，動かしたりしてはいけません。

指はゆっくり鍵盤に接近しないで，しっかりとそしてい

つでもある一定の高さから弾きなさいチ12（譜例2を参

照）

　黒鍵を弾く前後は指だけをすべらせないで，手全体を

鍵盤の奥のほうへ動かして，自鍵のずっと内側を弾きな

さい。2つの黒鍵の間を弾く時も，そのもっとも狭い白

鍵の部分を弾きなさいま13（譜例3を参照）

　引用一①の考察

　実際に音を出していくという動作に入る。ここでの練’

sokyu
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習方法は，「H伽o㈱肋o∂」の特徴ともいわれる練習方

法ではないかと考えられる。次の課程へのピアノ学習の

進行のたびに，同じ方法が用いられている。無音の状態

で指の形を鍵盤上に作り，1つ1つの音の基本的な指の

上げ，下げの動作である。この方法は楽譜に速度が記さ

れているように，遅い速度である。もちろん初歩におい

ては，遅い速度での練習は大切であると考える。充分に

指の形，手首の位置等を認識しながら行うことが出来る。

また1つ1つ打鍵した際に，自分の出した音を充分に認

識できる。またこの時点において，黒鍵での打鍵練習を

同じ方法で提示レている。

　譜例3を練習する時に実際に鍵盤上に指を置いた場

合，左手の第3指は，黒鍵と黒鍵との問の白鍵の狭い部

分に指が触れることになる。この事はこの早い時点にお

いて鍵盤のどの位置でも，同じように打鍵をしていかね

ばならない事，均等に打鍵出来るようにしていこうとす

る目的の為ではないかと推察される。この練習の後の部

分から＃のついた小曲が挿入されている。この時点での黒

鍵での演奏方法の提示は，前述の方法が充分に習得され

ていれば，上記の曲を難なく習得出来るのではないかと

いう意図があるのではないかと推論される。

　引用一②

　連続的に指を動かすという動作では，動かしている指

も，動かしていない指も，完全にリラックスした状態で

あるということに注意しなさい。1つの指の動きが他の

指の動きに，影響をあたえないようにしなさい。1つの

指が鍵から持ち上がるやいなや，他の指が打鍵します。

ノン・レガートとレガートの相違は，前の指が持ち上げ

られたあとの次の指の打鍵だけによります。2つの音符

の間の時間の空白は，ほとんどわかりません。小さなダッ

シュ（Iのこと）は，2つの音符が鳴っている間に，短

い時間の空白があることを表わしています芋14（譜例4を

参照）

　引用一②の考察

　前述の①が1つ1つの基本的な音の出し方に対して，

②はつながっている音の演奏法である。ピアノを実際に

弾くことにおいての，レガート（音をなめらかにつなげ

てレ）く）のことを示しており，譜例4では引用文からで

も理解出来るように，時問の空白（間）を1（ダッシュ）

　　　　　　　虫
で表わし，その問のとりかたがノン・レガート奏法の習

得になると書かれてあると考える。

　引用一③

　打鍵した指の手の回転軸として考えなさい。この支点

のもとで，手首をその低い位置からしだいに高く，ゆっ

くりと回しながら持ち上げることであります。指の支え

がなくなるという状態になった時，指は鍵盤から離れま

す。すなわちリラックスした状態の手首は，ピアノを弾
　　　　　　まく時の音楽の間（次の音を出すまでの休みの状態）の最

高点に，前腕の助けで徐々に到達します。再び非常にゆっ

くりと，基の状態にもどしなさい。その時，鍵のタッチ

はすぐ前の動作と同じ状態になります。手首は打鍵した

のち，すぐにその回転が始まることに注意しなさい。手

首の回転は，演奏された音がまだ聞こえている間に始ま

りますま15（譜例5を参照）

　引用一③考察

　手首の使い方の習得について述べられている。（の

印は，手首の回転を示す記号である。この手首の動かし

方の習得は，ピアノ演奏において重要と考えられる。実

際ピアノ演奏におレ）ては，色々な音の色彩があるが，そ

れらは打鍵により，多種に作り出すことが出来る。この

手首の使い方により，豊富な音の色彩を作り出していく

事が出来ると考えられている。

　引用一④

　最初の音や休符の次のどの音も，片手練習であろうが

両手練習であろうが，手首から演奏しなさい。手首の動

きは，ノン・レガートで練習する時でも，可能なかぎり

（音のつながりがゆっくりの時は，この音の区切りは手

首から生みだされます。もし早い時は，指から生み出さ

れます。）手首での動きを取り入れなさい◎ピアニストは

指と手首を平行して発達させねばなりません。どちらか

一方ではあまり役に立ちません警16（譜例6を参照）

　引用一④考察

　ここで述べられている事は，③の手首の動きを踏まえ

た上での指示である。この両者（指・手首）の使い方の

指示は，この「R伽0肋肋0∂」の特徴の一つである。こ

れらを平行して習得していく事は，引用文からでも充分

に理解出来ると推察される。

1V　結　　論

　「H伽o〃励o∂」においては，音楽の基礎である自分

の声の大切さを，充分に認識させている。次に歌うこと，

声を出して数を数えるということは，特に初歩のピアノ

教育においては重要なことである。歌ったり，声を出し

て数を数えるということが，拍の概念の形成に大事であ

る。この初期の段階において，「拍」ということを充分に

理解しておけば，次の課程での演奏において無理なく音

の長さ，休符および拍子の理解に役立つのではないだろ

うかと考える。

　「リズム」，「メロディー」，「ハーモニー」は音楽の三
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要素である。ここでは拍の事を，最初に習得させている。

拍から拍子，そして「リズム」へと確実に進展する認識

が，初歩のピアノ教育においては最重要課題であると

B肋o冶と地∫6ゐφ妙は考えていたのではないだろうか。

そして「リズム」の把握が大切なことを，生徒に教えて

いる。

　拍子をとる時は，手で指揮をするような気持でという

教え（動作）は，オーケストラが音を作り出す過程にお

いて，指揮者が手をリラックスした状態にして，指揮棒

を振ることと同じである。指揮者とオーケストラは別々

の存在であるが，両者が一対となって音楽を生争だす。

一人の人問がピアノを弾く動作，そしてそこから音楽を

作り出す行為は，頭の中で指揮棒を振りながら，指と手

首はリラックスした状態でピアノを弾く。これは同一の

人問の所作であるが，それはあたかもオーケストラと指

揮者の関係に相当する，均質性（同質性）ではないだろ

うかと考える。これこそ，この「Hα〃o〃θ肋o∂」で主張

している指と手首が音楽を作り出すという認識を，わか

りやすく説明する根本の“教え”ではないだろうか。

　次に初期のピアノ学習の導入ということについて，何

が第一に重要であろうか。ピアノ学習は幼児期における

早い時期での教育弓練が不可欠と考えられている。生

徒の個性・理解度等について個々違う点から，必ずしも

早期の教育・訓練が必要であるかどうかということは，

興味ある事柄である。このことを別にしても，その出発

点である導入部分の指導法が重要であろうかと考えられ

る。導入部において間違った視点，観点から教育弓練

を行った場合，それは成人期においていかなるテクニッ

クが身につこうとも，音楽的創造や演奏活動に充分な力

を発揮できない。ところで外国語教育においても，初期

の訓練は，10歳前後の幼年期から少年期にかけて勉強す

ることが，良い結果を生むことがわかっている。このこ

とは音楽訓練においても適用されると考えられる。例え

ば，水泳，新体操，もっと広くスポーツ競技の選手を育

成することにおいても，適性をもった人の訓練，まだ開

花していない人のための適性をのばす訓練が大事である

といわれている。これも音楽の初期の訓練と，一脈通じ

ることではないだろうか。

　ここで肋ガo尾と肋∫6乃φ伽が，どのように初期の導入

を心がけたか論及してみよう。内容考察のところでも言

及したように，音の名前を教える前に，音の高さを耳で

覚え，それを“ラ”という音節を発して，ピアノの音の

高さと自分の声とが一致しているかを耳で判断さす。こ

れはとりもなをさず自分の心の中で，理想音を作り出す

ことである。最初にピアノに接する生徒に，この理想音
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を覚えさすという訓練は，まず「これがドです。」といっ

て，何度も体（耳）で覚えるまで先生が指摘し，指導し

なければならない教えである。これが実際にすぐ理解で

きる生徒と，そうでない生徒がある。一度，その理想音

を無意識の頭の中に作り出させるということが，その生

徒の音楽を始めるという（ピアノの初歩の課程）習得におい

て，大事なことであると筆者も感じている事柄である。

　上記にみたように，一度理想音が作りだされた生徒の

音楽的素養は，飛躍的（等比数列的）に増大していく。

つまり音楽の核（音楽の理想音）が作りだされたならば

その核を基として，2倍，4倍，8倍…　　となる。自

分の手でピアノで音を出すことと，自分の頭の中にある

理想音の一致，そのことがピアノを演奏するという基本

的法則である。認識する，すなわち教師が生徒にそのこ

とをわからせる。そのことが，自分の内部の耳で聴くと

いうことになる。理想音が自分の体で体得できたならば

それを自分以外の人に理解してもらうために自分の声を

だす。自分が実際にピアノで音を出すこと，その音を出

すことが歌うこと，声を出して数を数えるということに

つながる。すなわち自分の頭の中にある理想音を，外へ

はき出すという操作が次の段階になる。それが音の長さ，

休符および拍子の理解に役立つ。その次に拍から拍子，

そしてリズムヘとつづく。完成された曲作り，つまり演

奏へと進む。

　最後に全般的な事柄について，「Rα〃o〃θ肋oゴ」から

読み取れる部分に目を向けてみる。

　「理想音」が体得できたならば，次の「メロディー」，

「ハーモニー」，「リズム」の理解の完全なる把握のため

に「楽譜を正しく読み取る」，「弾かれた音が楽譜に忠実

であるかを聴き分ける」ことが大事である。そしてこの

2つのことが，3〃伽冶または地∫〃φ伽より直接習った学

生達に，一番強調されたことではないだろうか。学生が

音楽院を卒業後，今度は自分が先生になり教える側に

なった時，教えるための精神的理念および基本的法則を

この「R伽o地肋o∂」が与えたのではないだろうか。さ

らに別の言葉で述べるとすれば，この「R伽o〃θ肋o∂」

の役割は，ハンガリーにおける子供のためのピアノ教則

本の指導要領，参考書およひ手引書でもある。そこで筆

者が発見するのは，ハンガリーのそれぞれの地方から選

びぬかれた学生が音楽の上達を求め，ピアノの技術を真

剣に向上させることに熱中する若者の姿である。教師の

レッスンをつまらなさそうな顔をして，ただ時問のたつ

のを願うだけの学生ではない。彼らはB肋6尾教授と肩を

並べたい，いまだ世界の人々に知られていない肋ブ脇の

技術を懸命に学びとろうとめざし，レッスンに没頭して
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いる学生の姿である。そして卒業したら地方に帰り，

B肋o冶より習ったこの「Pわ〃o肋肋o6」を参考にして，

生徒に音楽の精神（民族の心）を教えるハンガリーの小

中学校の音楽の教師の姿を，目に浮かべることができる。

　以上を結びの言葉として，何らかの結論らしきものを

与えて終わりにしたい。浅学のため自分勝手な解釈，飛

躍および不充分な説明が，随所に現われているのではな

いかと思われるが，今後の研究課題として肋7脇一肋一

S〃φ妙の「Rα〃o肋肋o∂」の指導原理に基づいた実践教

育をした結果についても，別の機会に論じてみる予定で

ある。
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